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図１ 巡航時の抗力内訳

１．概要

空気抵抗（以下，抗力）が最小となる飛行条件では，
揚力に起因する誘導抗力とそれ以外の非誘導抗力の内訳
（以下，抗力内訳）は５０：５０で，航続距離が最大になる
飛行条件では２５：７５と説明されることが多い（以下，通
説）（１）。一方，ボーイング・エアバス社が「typical」と
称する抗力の内訳（２，３）は，図１に示すように抗力内訳
５０：５０より若干非誘導抗力が大きくなっている。通説は
推力当たりのエンジン燃料消費率一定を前提としている
が，仕事率当たりの燃料消費率一定を想定すると航続距
離最大MRC（Max Range Cruise）は，抗力最小となり
抗力内訳は５０：５０となる（４）。
本技術ノートは，MRCに対し抗力が１／０．９９倍とな

る高速側の条件である LRC（Long Range Cruise）（５）の
抗力内訳は４３：５７になることを示す。本結果は，ボーイ
ング・エアバスの提示値にほぼ一致する。

２．理論検討

水平飛行時の抗力 は次式で表され，飛行速度 の２
乗に反比例する第１項が誘導抗力， の２乗に比例する
第２項が非誘導抗力である。

ここで， は機体重量であり揚力に等しく，第１項の誘
導抗力は揚力に依存することを表す。 は主翼幅 に
より で表される主翼が捉える空気のマス
フロー断面積， は空気密度， はオズワルド係数，

は機体濡れ面積（空気に接する表面積）， は空気
の摩擦係数である。

上式に，MRCでの速度（４）

を代入すると
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となり，MRCでは誘導抗力と非誘導抗力が等しくなる
ことが確認できる。前節に述べた LRCの定義から，次
のように表すことができ，

これにより，LRCでの抗力 は次となる。

本式から についての２次方程式を導出すると，

となり，その解は から次となる。

よって，LRCの抗力は，

となり，その内訳割合は次のようになる。

これに を代入すると以下となる。

以上のように，LRCでの誘導抗力と非誘導抗力の内訳
は４３：５７となる。
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